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ͱͯؔ͠ػڀݚอશٕज़ͷڥ
環境目標

（研究活動） 2021年度の主な取組 関連する
記事

次年度の取組・
将来の見通し

評
価

SDGsへの
取組

持ଓ型ࣾ会の生にࢿする科学
ٕज़ڀݚをより一促進する。

生ՄΤネルΪーの取り組みにまつわ࠶
るトラϒルの問題ղܾのための、「地Ҭ
ஙߏ生ՄΤネルΪー計画学の࠶生型ڞ
を目指すڀݚ」、およͼプラスチックΰミ
による環境Ԛ染問題をղܾするための、

「微生物でつくる環境ෛՙ型プラスチッ
クのڀݚ」を行った。
また、化石೩ྉґଘから࠶生ՄΤネル
Ϊーへのసを目的として、θロカーボ
ンΤネルΪーڀݚ所をઃஔした。

1-̐
（5ท）
2-1

（�-9ท）

ຽがࢢ、会ࣾ、学࢈
࿈携したオープンイϊ
ベーγϣンで地球環境
ҡ持のڀݚ活動をؚめ、
Ҿきଓき、環境に関す
る問題のղܾとࣾ会へ
のؐݩを目指したڀݚ
をਪ進する。

ʓ

4 � 7 9 

12 13 

14 15

環境目標
（社会貢献） 2021年度の主な取組 関連する

記事
次年度の取組・
将来の見通し

評
価

SDGsへの
取組

ҭ成を通じ、զࡐ活動、人ڀݚ
が国のみならずੈքにݙߩする。

スςークϗルダーたる地ॅݩຽのํʑへ
の火山ࡂについての学शػ会のఏڙや、
学生による学ਗ਼活動を通じΰミを出
さない自覚を学生に促す活動を行い、ࣾ
会ݙߩにࢿする取り組みを行った。

4-1
（12-13ท）

ੵされたݧܦとࣝ
をࣾ会にఏڙするとと
もに学शػ会をઃけて
を行ڙ的に報ఏۃੵ
い、ࣾ会への環境に関
するҙࣝ上活動をਪ
進する。

ʓ
4 11 

12 15

ਓࡐҭͷڭҭؔػͱͯ͠
環境目標

（人材育成） 2021年度の主な取組 関連する
記事

次年度の取組・
将来の見通し

評
価

SDGsへの
取組

持ଓ型ࣾ会の生にけて、環
境にରするҙࣝが高く๛な
ࣝを༗し、֤քのリーダーとな
りうる人ࡐをҭ成する。

大学においては、高いྙ理観をҭむ環境
関࿈のカリキュラϜをॆ実し、֤部局の
ઐ門におけるڭҭを行った。
環境関࿈科目は、学࢜՝ఔ23科目（Ԇべ
1741人ड講）ɾ大学Ӄ՝ఔ45科目（Ԇべ
1379人ड講）開講した。
また高ߍの֤学年においては、環境を題
とした学शを行うとともに、環境ল主ࡐ
催の์ࣹઢの環境影響に関する報発৴
プロジェクトである「͙͙るプロジェク
トɹラジΤーγϣンカレッジηミナー」
を行った。

3-1
3-2

（10-11ท）

持ଓՄなࣾ会のߏங
にけ、実ફ的な環境
ҭをとおして、ৗにڭ
環境ɾ安全に配ྀし、
的に行動することۃੵ
ができる人ࡐのҭ成を
行うため、Ҿきଓき環
境関࿈ڭҭをਪ進す
る。

ʓ

4 � 7 9 

12 13 14 

15 17

環境目標
（環境意識の高揚） 2021年度の主な取組 関連する

記事
次年度の取組・
将来の見通し

評
価

SDGsへの
取組

すべての役৬һおよͼ学生に環
境ڭҭɾܒ発活動を実ࢪし、大
学ߏ成һ全һの環境ํにର
する理ղと環境に関するҙࣝの
高༲をਤる。

学における安全ɾ環境อ全のج本的な
上を目的とした全学えํおよͼҙࣝߟ
的講श会をオンラインで実ࢪした。 ̑-̑

（17-18ท）

実ࣨڀݚܥݧに所ଐす
る学生およͼڭ৬һ
が、環境ෛՙݮをҙ
ࣝし、安全で環境に༏
しい実ݧに取り組むよ
うҾきଓき講श会学
のڭҭをਪ進する。

ʓ � 12 14

環境目標と行動の達成度評価

環境目ඪは、本学の環境ํにଇして計画を立てています。
ここでは目ඪୡ成のために行った2021年度の環境配ྀ活動を3ஈ֊でධ

Ձするとともに4%G4 への取り組み状況をࣔしました。
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ॴͱͯ͠ۀࣄऔΓΉʹݮෛՙͷڥ
環境目標

（環境負荷の低減） 2021年度の主な取組 関連する
記事

次年度の取組・
将来の見通し

評
価

SDGsへの
取組

自らがٴ΅す環境へのෛՙを࠷
小ݶにཹめるため、環境目ඪと
これにͮجいた計画をࡦఆし、
実行する。

ΤネルΪー༻について、અిɾলΤネ
マニュアルおよͼクールビζɾウΥーϜ
ビζ実ࢪポスλーを作成し、学पす
ることでݮྔ༺にめた。昨年度に
ൺべର面त業が૿え、ؾしながらのྫྷ
暖運సを行ったことからిྗ༻ྔ
は12.1ˋ૿となった。なお、ガス༻ྔ
は、ԕִत業をҾきଓき行っていること
により9.8ˋݮとなった。

5-3
	15ท

�-1
	19ท

�-2
	20ท


লΤネルΪーਪ進行動
計画	2018ʙ2021
の
ظ࣍、ऴධՁを行い࠷
行動計画をࡦఆし、ࢪ
ઃɾઃඋのߋ新を行
うとともに、Ҿきଓき
 ༻ ྔ を  ੳ し、 ֤
キャンパスにおいてল
Τネରࡦをਪ進する。

˚ 7 13

化学物࣭管理について、新型コロナウイ 
ルス感染症֦大ࢭରࡦの؇による実
 は43.8ˋ૿、1RTRྔ༺開により࠶ݧ
物࣭のうちクロロϗルϜ、ジクロロメλ 
ン、ϊルマルʵϔキαンの年間༻ྔは前
年度ൺ57.2ˋ૿、Ҡ動ྔは�7.2ˋ૿、ഉ
出ྔ（大์ؾ出ྔ）は13.2ˋ૿となった。

�-1
	19ท

�-4
	23-24ท


「化学物࣭管理ࢧԉγ
ス ς Ϝ（*"40 R�）」
による化学物࣭のݿࡏ
管理およͼ下ਫ道ഉ
ਫੳにより化学物࣭
のഉ出੍をਪ進す
る。

˚ � 11 12

実ݧഇӷについて、新型コロナウイルス
感染症֦大ࢭରࡦの؇による実࠶ݧ
開と、実ݧ༰の変ભにい、発生ྔが
૿Ճした。ഇࢼༀɾഇαンプルについて
は、キャンパス࠶開発のための環境安全
管理౩ഇࢭにう回ऩස度のݮにより
発生ྔが一時的にݮ少した。

�-1
	19ท

�-5
	25ท


Ҿきଓき༻ྔをੳ
し、実࢈ܥݧ業ഇغ物
ྔのݮおよͼݯࢿの
༗ޮར༻をਪ進する。 ˚ 12

新型コロナウイルス感染症֦大ࢭରࡦ
の؇によるର面त業が૿えたことによ
り紙3.5ྔ༺ˋ૿、上ਫ道9.5ྔ༺ˋ
૿、下ਫ道10.3ྔ༺ˋ૿となった。

�-1
	19ท

�-�
	2�ท


Ҿきଓき学の3R活動
をਪ進し、֤༻ྔを
ੳのうえ、ඞ要なରࡦお
よͼݕ౼をਪ進する。

˚ � 12 15

環境目標
（EMS） 2021年度の主な取組 関連する

記事
次年度の取組・
将来の見通し

評
価

SDGsへの
取組

ੈքをリーυする理工ܥ総合大
学に;さわしい、より先進的な
環境マネジメントγスςϜをߏ
ஙし、ޮՌ的運༻を行うととも
に、ܧଓ的վળにめる。

本学のڀݚɾڭҭ活動において、環境に
༗ӹな影響を༩える事߲、ෛՙを༩える
事߲をચい出し、環境อ全の取り組みに
めた。

1-3
	3-4ท

5-1
	14ท


Ҿきଓき本学のछʑの
活動に関する環境ଆ面
からのマネジメント活
動をਪ進する。

˓ 12 13 17

লΤネରࡦとして、-E%র明や高ޮ空
ௐػへަɾߋ新をੵۃ的に行うととも
にさらにޮՌを高めるため、空ௐ集中管
理γスςϜɾిྗ集中ݕγスςϜによ
るΤネルΪーの見える化により環境配ྀ
型ૉキャンパス実現にけて活動し
た。

5-3
	15ท

�-1
	19ท

�-2
	20ท

�-3
	21-22ท


Ҿきଓき環境に配ྀし
た৬場環境のվળをਪ
進する。

˓ 7 13

ΰミ別ɾ3R活動により環境ෛՙのݮ
にめるとともに、ΰミの別ɾഉ出
ルールをప底するためe-ラーニングを通
じてपした。

5-4
	1�ท

�-1
	19ท


Ҿきଓきഇغ物ྔݮ化
およͼݯࢿ࠶化をਪ
進し、環境ෛՙݮに
取り組む。

˓ 4 12

৬һおよͼ学生にରして化学物࣭管理に関ڭ
するオンライン講श会を実ࢪした。また「化
学物࣭管理ࢧԉγスςϜ（*"40 R�）」によ
り特に化学物࣭の環境へのഉ出がଟいࣨڀݚ
を特ఆし、環境ෛՙࡦݮのҙىשを行っ
た。実ܥݧഇغ物回ऩ時には、ਃ༰との
合性とഇغ物の༰֬ೝを行い、ࣨڀݚへ
దな指ಋとܒ発活動を行った。

5-5
	17-18ท

�-1
	19ท

�-4
	23-24ท


Ҿきଓき大学全ମの化
学物࣭のྔおよͼྲྀ
れをѲし安全ରࡦを
講じ、環境ෛՙݮに
取り組む。 ˓

4 � 11

12 14

˞ධՁج४は以下のとおりです（ධՁӈཝに֘する4%GTの17の目ඪ൪߸を記ࡌしました）
ʓɹ目ඪをୡ成したɹɹɹ˚ɹ一部目ඪをୡ成できなかったもののेな取り組みを行ったɹɹɹʷɹ環境目ඪにରする取り組みを行っていない




